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取付説明書

Printed in Japan

安全にお使いいただくために、必ずお守りください。
ご使用の前に、この取付説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、
説明書を手元に置いてご使用ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、
当社は責任を負いかねます。

2 必要工具

ツィーターパネル（L・R） パネルベース（L・R） なべタッピング（φ3×8） なべタッピング（φ4×10）

各×1 各×1 ×6 ×8
なべ小ねじ（M4×10） ナット（M4） 型紙 ロゴエンブレム

×4 ×4 ×1 ×2
取付説明書一式

各×1

アルパイン
 セレナ用
 ツィーター取付キット

1 構成部品 ※製品の仕様は、予告なく変更することがあります。

68M16239J92-0

車 種 年 式 型 式

セレナ H28/8～現在 C27/GC27 
GNC27

セレナ
ハイウェイスター H28/8～現在 GFC27 

GFNC27
平成28年10月現在のものです。10月以降の車両は変更されている場合があります。KTX-N27SE

プラスドライバー、クリップはずし、8・10mmレンチ、カッターナイフ、ニッパー、ドリル（φ4.5・8ｍｍ）、 
ドリルストッパー、保護メガネ、保護手袋（軍手など）

Xシリーズスピーカー付属ツィーター専用
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3 取付要領

❾アッパーボックス
 （クリップ 9ヵ所）

❼サイドパネル
（クリップ 1ヵ所、フック 3ヵ所）

❽ねじ 2ヵ所

❹センター
　クラスターパネル
  （クリップ 6ヵ所）

❸ねじ
   1ヵ所

❻ナビゲーション本体

❺ねじ 4ヵ所

❷エアコンパネル
（クリップ 4ヵ所、
　フック2ヵ所）

❶カバー
 （クリップ 2ヵ所）

❷サイドキックカバー
　（クリップ 2ヵ所）

❻インパネロアカバー
　（クリップ 1ヵ所、
     フック 6ヵ所）

❺ボルト 1ヵ所

❸ボルト 2ヵ所

❹ボンネット
　オープナー

❶樹脂ナット 1ヵ所

1. 車両部品の取り外し

■インパネ周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。 
番号順に取り外してください。

注意
●キズ防止のため、要所をマスキン
グテープなどで保護してください。

●ねじの紛失にご注意ください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、ク
リップはずしを使用します。

■運転席周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。 
番号順に取り外してください。

注意
●キズ防止のため、要所をマスキン
グテープなどで保護してください。

●ねじの紛失にご注意ください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、ク
リップはずしを使用します。
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❶ピラーカバー（L・Ｒ）
   （クリップ 3ヵ所）

純正ツィーターのコネクターを取り外します。

❷ピラーロアカバー（L・Ｒ）
   （フック 5ヵ所）

＜純正ツィーターが装備されている場合＞

ピラーロアカバー

エアコンダクト

■Aピラー周り
1. 左図を参照して内装部品を外します。 
番号順に取り外してください。

注意 キズ防止のため、要所をマスキング
テープなどで保護してください。

Memo
各ガーニッシュ取り外しには、ク
リップはずしを使用します。

2. ツィーターの取り付け

■ピラーロアカバーの穴あけ加工
1. ピラーロアカバーからエアコンダクトを
取り外します。

注意 ここでの説明は右側ですが、左側も同様に作業してください。
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＜右側用＞

型紙

ピラーロアカバーの端に
このラインを合わせます。

エアコンダクトの R 止まりに合わせます。

ピラーロアカバーの
R 止まりに合わせます。

※イラストは右側ですが左側も同様に取り付けてください。

パネルベース

スラントスペーサー
（Xシリーズ
  スピーカー付属）

なべ小ねじ（M4×10）
（2ヵ所）

ナット（M4）（2ヵ所）

なべタッピング
（φ3×8）（3ヵ所）パネルベース

ツィーターパネル

2. 型紙を切り取り、マスキングテープでピ
ラーロアカバーに固定します。  

注意
●型紙は左右がありますので、
注意してください。
●型紙の向きを間違えないよ
うにしてください。

3. 型紙に記載の5ヵ所を穴あけ加工します。 

注意
保護メガネ（ゴーグルな
ど）・保護手袋（軍手など）
を着用し刃物の取扱いに注意
してください。

■ツィーター（Xシリーズスピーカー付属）
[別売]の取り付け

1. スラントスぺーサー（Xシリーズスピーカー
付属）からツィーター（Xシリーズスピー
カー付属）と吸音材（Xシリーズスピーカー
付属）を取り外します。

2. スラントスペーサーをパネルベースにな
べ小ねじ（M4× 10）（2ヵ所）、ナッ
ト（M4）（2ヵ所）で固定します。

3. パネルベースをツィーターパネルになべ
タッピング（φ 3× 8）（3ヵ所）で固
定します。
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スラントスぺーサー

ツィーターのコードを
通します。

吸音材
（Xシリーズ
 スピーカー付属）

ツィーター
（Xシリーズスピーカー付属）
※右回しで固定します。

なべタッピング
（φ4×10）（4ヵ所）

ツィーターパネル

ピラーロアパネル

ロゴエンブレムを
貼ります。

ピラーロアカバー

エアコンダクト

ツィーターの
コード

4. ツィーター（Xシリーズスピーカー付属）
のコードをスラントスペーサーに通し、
ツィーターと吸音材をスラントスペー
サーに取り付けます。

5. ツィーターパネルをピラーロアカバーに
なべタッピング（φ4× 10）（4ヵ所）
で取り付けます。

6. 取り外したエアコンダクトをピラーロア
カバーに取り付けます。

注意 ツィーターのコードを挟み込まな
いようにしてください。
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F

市販のタイラップなど車両ハーネス

ネットワーク
（Xシリーズスピーカー付属）

ネットワーク
（Xシリーズスピーカー付属）

＜インパネロアカバー部＞
コードクランプ（ネットワーク用）
（Xシリーズスピーカー付属）
※側面の穴に通し、コードの余長と一緒に
　固定します。

ネットワークのコード
（INPUT側） ネットワークのコード

（TWEETER側）

ネットワークのコード
（TWEETER側）

■ネットワーク（Xシリーズスピーカー付属） 
[別売]の取り付け

【運転席側の場合】
1. インパネロアカバー部の車両ハーネスに
コードクランプ（Xシリーズスピーカー
付属）でネットワーク（Xシリーズスピー
カー付属）と余長を固定します。

Memo
ネットワークはXシリーズスピー
カー付属のコードクランプを使用
して固定してください。

2. ネットワークのコード（INPUT 側）を
オーディオ取付部まで配線します。

Memo
ネットワークのコードは市販のタ
イラップなどを使用して固定して
ください。

3. ネットワークのコード（TWEETER 側）
をAピラー下部まで配線します。
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F

市販のタイラップなど

ネットワーク
（Xシリーズスピーカー付属）

ネットワーク
（Xシリーズスピーカー付属）

＜アッパーボックス下部＞

コードクランプ（ネットワーク用）
（Xシリーズスピーカー付属）
※側面の穴に通し、コードの余長と
　一緒に固定します。

ネットワークのコード
（INPUT側）

ネットワークのコード
（TWEETER側）

ネットワークのコード
（TWEETER側）

【助手席側の場合】
1. アッパーボックス下部の車両ハーネスに
コードクランプ（Xシリーズスピーカー
付属）でネットワーク（Xシリーズスピー
カー付属）と余長を固定します。

Memo
ネットワークはXシリーズスピー
カー付属のコードクランプを使用
して固定してください。

2. ネットワークのコード（INPUT 側）を
オーディオ取付部まで配線します。

Memo
ネットワークのコードは市販のタ
イラップなどを使用して固定して
ください。

3. ネットワークのコード（TWEETER 側）
をAピラー下部まで配線します。
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市販のタイラップなど

市販の
タイラップなど

コードの余長

コードの余長

ツィーターの端子

ネットワークのコード
（TWEETER側）

ピラーロア
パネル

※イラストは右側ですが左側も同様に取り付けてください。

＜電話でのお問い合わせ＞
　TEL：0570-006636
　※全国どこからでも市内通話料金でご利用頂けます。
　 （携帯電話・PHS：20秒10円）
　一部のIP電話など、接続できない場合は次の番号を
　ご利用ください。 TEL：03-6704-4926
＜メールでのお問い合わせ＞
　ホームページのお問い合わせフォームより受け付けています。

● 電話受付時間（日曜・祝日・弊社休業日を除く）
　 月曜～金曜日 9：30～17：30
　 土曜日 9：30～12：00 / 13：00～17：00
　 ＜FAXでのお問い合わせ＞
　 FAX：048-662-6676

● アルパインホームページ　http://www.alpine.co.jp
　 アルパイン製品に関してのご質問と回答をご紹介しています。

■ツィーターパネルの取り付け
1. ネットワークのコード（TWEETER 側）
をツィーターの端子に接続します。

Memo
＋－の端子を間違えないように接
続してください。

2. 余長を束ねて、ピラーロアパネルをダッ
シュボードに取り付けます。

注意 コード類を挟み込まないようにし
てください。


